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1 WID/ジ.Tンダしーに1月する概嬰と政府の取り紺み

I~I 概要

カンポティアは 1993年II JI 、 2S年のE きにわたる内戦に終1U-l を打ち、新恣i!、 17))-' で、シアヌークを l•I Et 

する 1i"もWWIとして JIHJ\発を[~]った。 [•II~はl'-1戦によって多人なf!ll!と¥Mtを強いられたが、 ,r,でも家が；、

家、 1他、家俗、腹！し、家財道！しなど、 ITきる術を失ったまま ,1けに取り残された女ヤti:f-どもたちの多く

は、現frも1Hr=(l)危槻に1Wfiiしている場合が多い。

内戦で多くの男代の命が失われたため、約950h人といわれるt念人llの1り、成人年齢i,,lに占める女ャtの・M介

は57%に達している (te<lgm¥'ood,1996)。成人女性人I]が男l'f.をI:@っているため、'"さりKった'})l'I.を大りJ

にする風潮が強まり、粘納金額の低r―、火に捨てられる女の培肌、第―~、第臼夫人の謎,,,.、あるいは 'i: きる

ために 1わ哨足に従•Jrせざるをえない女竹の増加など、女ヤtの地位が低―Fする災囚が増加している。女杓.111:,:;:,

； tの別合も20-25¼と裔く (SSWA, 1995)、農作足など11,社をたてるための4究祈動における女t牛の負担

が附加している。したがって、現ft:のカンボデイアで最も終しいのは、頼りにでさる労約））が~;足している

牒Hのよ亡人[It術であると；tわれている。また、家庭内JlJJに関する調灼こよれば｀調介対象女ヤtのl6'kが

杞偶者からの秘｝）に,I';しんでおり (AnnuskaDerks, 1997)、何らかの対政が必災とされている。

カンポティア人の 9"M近くは農染で,,.ー社を立てているが、 l•Ll:llJ 大lに残されている600-l,OOOJj他Uこのぼ

る地貨や破J哀されたれ累インフラ、 94年の大洪水等のため、米の,i,発は伸び悩んでいる。借金苫でI:地を必

らざるを得ない乳民男女の中には、都,1湛への移II:労初の迅を選ぷ名も多いが、扉IIH蔑会に恵まれない女t'I.

の多くは社所楽に吸収される場合が多い。女札や{供の人身売買やHIV/AIDS感染打の急期が、深刻なH会

1問題になりつつある。

一方で、フォーマル・セククーにl,f:l[Jされている女性の労俯環境にも、大きな変化がおこっている。内戦終

粘後に外部炉§で押し進められている ,Iii均紆済化とそれにf1',う紆済 ・H会の変.y,:のq,で、女ヤi逹は社会L.&

休射lドーで保閲されていた託児iii等の ¾J会サ.. ビスを失いつつある。また、女れの失叉名•も l1i/JU していると，；

われている。

1 --2 文化・社会的背景

カンボデイアの女性には、 1<面ではあくまでも俊しく、 r,:,かで、つつましく、しかし'H禁1こは家tiを守り、

必汲とあらばffら収人を得ることができる Lっかり者という 2つの佃l面が求められている。カンポティアの

ll会では、 II:会的地位や年齢によるヒエラルキーが,ftんじられるが、ヤ間」による権利や役割の近いはさはど

厳1各ではない。伝秘的にはけ系制が強く、結婚後は男竹が女Hの家に人るJ見合が多い。そのため1ご女付は、

印¥¥後も腹裟令の,,洸話動や家 qr等の iり4消．話動の多くの jj:•Jiに、親戚や地埃からの文核を受けることがで

きたとnわれている。

宗教的にはカンポティア人の約 9 割が仏教徒であり、 H会規~liは仏教観、 mこ帖慰思想に）よづいている。そ



こでは、リ）nのみがmmになり位を利！むことがでさ、女fWft物や.o、Iをささげることでしか、 J)J徳をつむ

ことがでさない。また女nが抒済枯効や家'Jtなどに従・Fしているため、 「現世（切であるとみなされ、リ）n 
よりも•段低い次／じ 1こ '1'訴している I: I; えられることもある。
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1 --3 WID/ジェ;,,ダ.-分野におけ る 政 府 の 取 り 組 み

● WID/ジェンダー政策

1993年1こ訓定された滋汰には｀リ）k'I'等を始め、 1,,1・・(,Oi!ii労俯・ H・1¥令、女l'I.の人身・；dt!.t1l怜 、 女t'Iの
枯利を保護する条瑣が盛り込まれている。梵ii}ぶぷわれた枯神を只休化するために l•l家女1'1.iUlJ~の動きは

あるが、 1出会での抹択のめと'Ii立っていない。また現在までのところ、 ¥VID/ジェンダ・→ に関する l•I 家，it 帆,j

は餃定されていない。

●ナショナル・マシ・-ナリ←一

名fl: 女竹問題省 (Miniヽtr)'ofW如畑'sAffairs) 

恥1m 約400名

nr~ 分Jt't'0.12%(1994年）

逹成1m 1)訊I棟・教（／を通じた女性の技術の1匂J・・

2) l•I家の復井 ·l\1兌のあらゆる段陪における女l1の参加の促進

3)女付の権利や利益を保設するためのネソト')・・ クのII";格

如，t問題省は、 1993年に設散された如't.llil姐I]"が1996年に格 J:げされ、 I) ジェンダ--関連の政裟依定，尖

施及び他省Ji"・NGOとのコーディネート、 2)データ・ !,'j枝収躯、 3) 女札へのカウンセリング ・Ii:浅シス

テムの提倶支援、 4) ジェンダー・トレーニング及び技街訓棟の'.J~b含、 5) 他省Jj"-·NGOのH レベルでのジ

ェンダーr,<1述ブログラム支援の 5点を IT:務として沿動している。省の棋楳は、 It会i'.義B.~代の党の女!H,lil

叫淡であったカンプチア女性協会（のち1986年にカンポデイア女札協会： Women's Associalion of Cambodia I: 

改称）の戟11やネットワー・クを18111して形成されている。女柑問祖省は、カンポデイア女竹政巖 l<li'-Jlif!J

計両の中で、教ff、保健、経済開発、町ftの 4セクターを頂点セクターとして1;:関づけている。その,,,でも、

誠字、融；仕、リプロダクテイプヘルス lilt札粋及、家庭内暴）J妓お者の枚済等の分野では、女l'Jl!lJ翅省fl身に

よる具休的な取り練みが始まっている。また、カンボデイア政府令11'としての女性1廿l題・ジェンダーイシュ

ーのJif.進機構として、新政府設笛ぃ•より各省庁に女ヤtlill坦 fl[~復rnが配散されており、各省の作~)(内での女

伽 il題やジェンダーイシューをり）確化し、問翅解決の<Iの政絞,,:案や-f-1):の配分を提案する役割をIi!ってい

る。

♦他省庁によるWID/ ジェンダー l'.IJ 述の iガ要取り雑み!]頃i

--------- - --
・2000年までの諸n楼値

妊在紺死er;Joo/l-tu11,_101i 
孔児死亡'+':go/)-llll'U.ooo 
5成よ滴児死心令':110/対/!Vf:1,000

tiH'li 
5歳屈が栄投1浪児lt'II:251< 
介助つき11¥K.:E'!!t部で40¥l
家朕•t固へのアクセス：人口が多い l 2~.', の夫騒の80'k
l歳児f防摂取'I!:801! 以(-_

・出粍問悶の延！ふ ii滴前1灸診の奨励
• 県・郡 ・Hレペルをカパーするwr保位サービス提供システムの枯築と駁JIの確保

ー. --~-- - --- - -← 

教(/省
・2000年までに16伐の女子の50'kがtOIJ'.'i'に進学

・遠屈地の児,;,:m1:女・nの統'tを進めるための女―[-'{,/建設や?枚給ft投j)¥
--

社会 1•哀・労働・ ・女性へのV.h枝店行、」ミじ人、女tl世帝t、ttili烹i、f;Jif,、ホームレス女竹への支投
退iがド人省

農村 t~J兌省 ・女竹を含む el.II柑ft 名•の~H開発!II~j妓定への参加
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2 1~. 要セクタし一→におけるWID/ジェンダー・イシュ~・

2 -・1 教w

I)女代の成人減字珠5は58.0%で、男性 (81.8%)を約24ボイント下屈っており、教育横会の男女差が大

さい

2) 25歳以l:人11の平均就学年数は男子5.0年に比較して女子は2.6年であり、大きな男女問格差が存在

する

♦概況

内戦により学校の多くが紋壊されたために、学校の再建および貸機材の補允が教f分野の大きな課題となっ

ている。また、ボルポト時代には教員の75%が殺されたと日われており (SSWA, 1995)、その後のヘン・

サムリン政権時代に、読み許きができれば誰でも教貝として採用された期問が統いたため、貨格を持って教

えている教員が少なく、教員の買の低さが問題として残されている。また不十分なカリキュラム、教科杏・

指溝教材の不足等も問題となっている。さらに教員のなかには給与が低いため教禄だけでは生活できず、非

公式な I授笈科」を課したり、憫人授業等の副業に従事するケースも多い。

義務教育は初等教育の 6年間であり、中等教育（前期4年、後期 3年）が統いているが、現在、政府は 6 • 

3・3制への移行を計画中である。初中等教育の授業科は無償であるが、制服、教材等の出費や教Hへの謝

礼のために実際には経費がかかっている。 ADBが実捻した調査は、子供 l人を初等教育に 1年間就学させる

には約40USドルが必要である (Fiske,1995) と報告しているが、このような経済的負担や学校への距踪が特

に女子の未就学や留年・退学につながっており、初等教育の第 1学年に入学したものが6年間を修―（する割

合は、全体で40%にすぎない (AnnuskaDerks, 1997)。就学率が伸ぴ悩んでいる遠隔地居住者、女子、少数

民族等の就学懐会を向 r.させるには、何らかの差別楚在措置（アファーマテイプ・アクション）が必要とさ

れている。

♦ in・111・ 硲等教行

初等教ff稔就学半は女子46%、男'7・48%であり、低所得因平均（女子98%、男子112%) をかなり下回ってい

る (WorldBank, 1996)。初等教n就学者に占める女子比率は44.8%であるが、この割合は中等教ffでは34%

（国Cl'、・ood、1996)に減少し、高等教育になるとプノンペン大学学生中の女子学生の割合は19%1こすぎな

い (Annuska氏 rks. 1997)。教有機会に男女差が存在する結果、女性の成人識字手； (59%)は男性 (76%)

をかなり下回っている (NationalInstitute of Statistics, 1996)。なお、ユニセフの子供白む1997は成人議字序：

1こ閃し、全体35%、女性22%、男性48%とかなり達いのある数字を報告しており、正確な数字は1998年に行

われる予定の全[i.']レベルの[I]勢調企を待つ必要があると考えられる。

このような教背機会の男女間格差が生まれる主な原因1こは、 I)教行にかかる代用負担が大きく貧困家庭で

は子供全Hを学校に送るのは困難なこと、 2)男子の教育をより優先させる考えが強いこと、 3)学校が遠く

通学が川難なこと、 4)家事や有児が女子・女性の役割として社会的に期待されていること等が挙げられて

いる。女子のなかでは長女が就学をあきらめ、留年・退学するケースが多い。

♦ 教 H

女杜教員の割合は初袴教脊で32.5%、中等教育で25%であり (SSWA、1995)、教膝が女性の殿業とは考え

られていないことが、カンポディアで女仕教員の数が比較的に少ない理由のひとつとなっている。女仕教H
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をはじめ、 H会で治1/1する女ヤしが少ないので、女f-'!.徒にとって人'I• のIi¥砕とすべき n-11,,TYルがIJi丸

や近視名の女竹以外にいないことになり 'fl;!(の選択におのずと n↓界があるという恥兄を f\•IJil', していふ

これは、 fiに『とIt部においてii[名な傾1/1]である。

♦ ノン，フォーマル教1i

政府やNGOが成人議'i教 (iに取り奇1しんでいるが、取り奇Ilみ1よlkい地域に限定されており、受益名は仝lりで数

千人と恨られている。如生の鳩合は労倒闊！が};さいため、収人[i,]1・,とi((/親，＼びつく技術，/ii神を.lkわた 1足能

絨-;:(functional literacy) や｀比較的時ll¥]Iこ余裕のある !'.c:lilJやtら1りJtりでない限り、誤'l教衣には参加しにく

い状況にある。また｀家から耕れている教,;iや託児所のない教祖こ女性が通うことは難しい場合が多い。技

叩II棟を実他するt~'H ご 1 よ、 iii場での岱災が秘い技街の提供や融'N ゾ 11 シ，ェクトとの連携がイ；uf欠であること

が指摘されている。

♦駁梨今、技術訊ltt 枚

1993年I~の公立H学技iii 訊1純校の就サ名 (1,715名） •I• 、女性は27名で 1.5叫こすぎなかった (SSW、\, 1995)。

女れの割合が低い即IIの一つは、駁叉，技術臥Iii求校が枷I• 怜教m~了を入'r=脊格としていることである。 i

た、 ,'J1IW!Hl が自動 •le!籾坪、ラジオ修理、木I入虚気技師吟、·-•舷1こ男ヤ間）きとどえられている技術に(iiっ

ていることも、女子,1:徒が少ない貯111に乎げられている。

ld 主要教ff指l:ll

． 

-- ---- --- . - - - -・- - -- -

指椋 仝ft 女n 男n
--ー・・~

成人識'i'sts1995年 68.7'x 58.01< 81.8¼ 
"・- - . 

枡さ枚ftl念就労'+' N.A. N.A. NA. 

•Iべけ枚{i総拭学'4' N.A. N.A. N.A. 
←-

秘芍教1m就''l'W N.A N.A. N.A. 
-- -

政~ff)Hこ，りめる教ffflH<l令 1994年 8.6'k 
-- -

出典： National Institute of Statisti<s, 1996 

一- -- - --"・-

1985-86年 1991-92年 1993-94年
•• 一 I . ---・―---- " --―-• • . ---- -

合計 女f-J:t'f{%) ,,_.. ,, ,t 女Tlt'f(%) 合、,t 女(Jt'l'(%
•~ --I - - --

lll~ 教fl 1,315,531 45.0' I 1,371,694 45.0 1,621,685 44 

•I• 等教fin,J期
, ―-

291,115 38.0 183,025 JO 0 156,572 39 

•I噂教fl後期 14,020 25.0 53,857 18.S 129.207 33 
-- - .. . 

硲芍教fi 23.271 II 
〒―〒ー・--

1<2 枕,,._打数に占める女子Jt.W

出典： SSWA, 1995 

!< 3 ti.~IJ/,HI: 地~IJ-.I-む版'i'玲'.(7伐以L入IIの成'{平）， 

に'"'"―~"':,:,., : 研""
76.0 59.0 

85.5 12.2 
← - --一--― 

74.5 56.9 

II¥翡!: National Institute of Statis<ks, I 996 
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2 --2 保健［仮燎

1) g紐~t死亡'tiは9()0 (対/f\lJcfO)j} であり、 j全 U•l平均の約21名の？ぶさである

2) H娠~I光の危険予防のための保健如«サービスを受ける懐会は｀農！！祁叫｝に限られている
3)家即jpl,jに関するiEしい知政と翅好）しの詐及がHれている

4) !'f.j',/; 菜の洟怜により、 HIV/エイズに感染した女代がli1加している

♦概況

内戦によって餃Jえされた［公租栓設は復爪されつつあり、 1991年以腎巾央・地）iレベルで各rn和院などの化他

l分Iii:恨WIが紐紐化されつつあるものの、 I公師、行浅糾、［天没品などは大幅にイサとしているのが現状である。

医帥数は全日で1,202人、 j[cf/設婦IJ:3,106人と少なく、このなかには正式な;JI!棟を受けていないものも含ま

れている。また、人IIの85¼が農 It人 11 であるにもかかわらず、 r,;ftiliの90¼1i/伽f;部に/,1HI:しているなど

(Annuska De「ks.1997)、郡及びHレペルの地}j保健1公税サー・ピスの状況は大変戟しい。交通・ ♦ili!\T政が
限られているためにnu部からIt民の第・')ファーラルとなるI屈1沿杭へのアクセスは悪く、設j,j;や •t· ピス

は極めて1t弱な状慇である。さらに原則((;1:t俎(i~i(且!HIであるにもかかわらず、、火際には公的楼関におい

ても私((11幾i月においても、仮燎サーピスには科割なif渕慣が徴収されるため、；；rn部のIU(の多くは伝校ir;

な治叙Jiil;Iこ頒るか、あるいはn分でH桟どを買うことにより対処している。：1ながらのWJ,での1品作が.L流
を占めているため家*及び農業の：•前の労倒1Hりがif(< 女代の府にかかっていることに加え、地域 [:J [-保位

や家放社 l~iサービ入が社れているため、 Hff.婦死亡'I'を始めとする女性の徒Hi水粘は柘めて低く、約fit、栄

投ぷnといった女ヤHJ身の慢!tii'Rに留まらず、分娩砧欧，.,、 fi¥11111'休収児(!);足l[cや孔幼児の死亡などのllil

題にもJi;く影界を及ほしている。

♦ u [保健

カンボティアにおけるf:J:・f-1辰税指椋はアジアでは餃も．＇也い状況を浪しており、 IJXM死亡t'は650から900

（対/1¥'l'.IO)j)以 I・.(Annuska Derks, 1997)と推定されている。また孔児、 5歳柘偽児死しt-'はアジアの巾

ではプ・→ タンに次いで{,:j<、人だに100(:<-/lll'LIOOO)を越えている。 IHI'討死亡のi,な原lりは出tfll、感染

恥 nii、 •I 蒻であり、 Wい ill«.間附による！帥JIii砲栄必イ；［ふ非怜i化的な分娩環培、泌切なm他サー・ピ

スの杓ぶががif数となっている。女竹は'))竹にItぺてマラリアで命を治とす割合がH%も硲くなっているな

ど（前掲，ll) 、女れが頻 lnlll墳澤 1こより•恒常的に劣、＇患な徒LR状態に ir.' かれていることを物語っており、 If蛉

叫t1r11 も 1よくみられる。半分以上の女ヤiiよ—•度も 1H糾甘知らを受けていない。また、 95%の分娩IJt'J't で 1i

われ、 86%の分娩はr,i税従・Jr者の介助を受けずに、 ,jl/1点を受けていないIi;、社((;芹婆 (TBA)や家杖によって

hわれている。栢婦人科関辻の杖患に関しては、な恥心から,,,逍柑邪m間をためらうためにT・社れになるケ

ースも多い。

♦家族 .ilt甘1j

カンポディアにおける令ZM'r殊11\'I•半は5.1人 (lit界[-fJ¥(Ji'll997)と比較的高いが、この数は以前よりは減

少傾I•りにあるととえられている。近介では約月苦から・（・供の数を制限する・人討も増えているが、家族，； llil•iが

If及．していない現状t・、望まない奸娠を,,,絶する女竹が増加している。一般に、 JI令 il,な"'絶が多く、心適

切な"龍処骰がH舷婦死亡を引き起こす大きなIf,({月ともなっている。ピル・コンドーム， IUD令の避HHIよ

,lilJ,¥にil',[1_11っているが、似lif名以外には許及していないことに加え、平均的な家放には非;;¥・,こ，：':j価であるた

め人了は容品ではない。また、それ以前に適切な避HJしのfHIIJiiLやその効能についてのf,'i報が/¥).女してい

ないためその利111.r,・はH祝パて少なく、現{f_ll)ところ現代的な）ji}; による家放i;(抽i:JHi't'はB'k(Annuskふ

氏 rk<.19'J7) となっている。このような状況を受けてH赳illlh'\17)危険を fl}jするために、 1995年より l•I連人

I J)l, 金 (UNFPA)が!¥'.梵行f:J[保徒センタ・ーと女n間俎省女j'i.17)枕LU課をカウンターパ●ートとして家枚，it
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両サ・ービスと家放，l11,1ii知識の詐及という：つのプtJジェクトを‘火槌している。

♦エイズ

パ1Jfll'I'・合．を：時から、ビジネス、観光、 1及助閃係r.・といった外[ii人人IIがI'll加し、それにともなって迫慈べ｀

あるはずのnir業も梵it した。紋初は、 f引 f•lペトナムからの女Hがコマーシャル・セック入＇｝ーカ・ーの ·u命

を占めていたが、最近ではカンボデイアの女竹もその'j'o数を占めるようになってきている。カンボデイアIL
会は、船前)・lll外のリ）t'tの1碑 frj通いを脊認する栢j<,Jがあるが、カンボディア赤,.字が）孔給した面訣刈介で

は、 j~に似J3 tnJ通うという NH'iもあり、これが附籾IJ感染の主流を占めるものと考えられる。エイズ感染

れはコマ..シャル・セックス'}--カ`―-からリ）Hへ、さらに、女や,,i婚、そして、 f:):視から祈11,_児へとJj;がっ

ており 'It会全If:で取り titまなければならない料l阻へと！広大している。また、 rべ祝サ..ピス水柑．の飢いHl•l

においてit射がiM釘殺としてHまれる傾向が強く、このIい・トからの感染も多いとどえられる。

NGOの調介によれば、潟介対象者の9&%がHIV感染H/iにコンドームが1iタカであると J.nっているにもかかわ

らず、その,f.しいN!lllil、を加っていたのは51%(SSWA,1995)に過ぎない。援助横関のf防知議粋及プnジ

ェクトの文格によってエイズ感染H/ilこコンドームが.{j幼であるという.J.ill哉はかなり‘怜及してきたが、コン

ド←9 ムの1Eしい即llitに関する知議、光Meiにおける使）II'ドなどは、まだまだ低い。また、コンドームは—・

青tiこコマーシャル・セ・Jクスにおいて使）IIされるものと考えられており、妍姻関係においての!<J!Jlltf;は低い。

その即LHには、火の感染を疑う知議が女代の側で欠けているeいう点、仮に、知議があったところでコンド

-ームl:l.!Hlを災求する交渉））が仙わっていないというこ．．点が学げられる。

♦心的外併 (PTSD)

粒社は{i在しないが、ボルボト政権や粒く 1勺戦の特代に飢え、暴行、処1m等の過Mな経験をした女Hのなか

には、いまなお精神的外柑の後遺Iii-:としてストレ入l,i'状を訴えるものが多い。また、内戦時代に桔神的外侑

を受けた火から家庭内暴））を受ける女札もいる。現{(、幾つかのI叶際NGOにより、 PTSDl:.V,'しむ女社への

カウンセリングがtiわれている。

人11(}、)
10.200.00 

f印l'&i木丑児の割合（％） 17 

3.゚0 l..伐よ.渦児の予防Ji,柑．斗；人fl増加'fl('k} 

15裟よ溝Arl11令 (I}) 47 BCG 7S 

5 没知~All拭合 (It) 19 ポリオ 54 
＇ 15ヽ 49歳の女代の人ll割合 44 DPT 53 

-一. --- ―.. ← 

/11I杵!/ll'I月... の'VY.J余命（年） 53 麻疹 53 

・r <JJ人111000人） 40 l[ftU死亡iが (IJ/1¥11:tOJj) 900 

Ill死亡f;UJ A.l llOOO人） 13 医租従事名ciこよる分娩の・.i;,1合（％） 14 
---~ 

孔児死亡'{¥01111生1000) 110 合.nn殊/1',1渇： 5.1 
- ---. . -

5牧-t,湛児IEl'.:4¥(対u•,,uooo> 174 Iヽ111';・一人当たりのり澗医l{ift(US$) 18 
→ し 一--

5位1咋均栄長失汎児の割合（％） 40 避It火fr!f('if) I 3 
--

表1 カンボデイアの保健l短~mt繋

出典:世界(・{l¥(1,1}1991.Public lnve>!ment Program 1996-98、Annuヽka氏心， 1997

8
 



1< 2 瞑・分娩四速指l:ll.. 
i暉 鯰を-1.. ]l:AJ: 受けたb:.11.の'M介(%) 44 

.. . . . ..  . ・ ・・..

叫・人~.たIJ0)昨J籾麟受診~•l 数

暉鼠暉I料を 2叫 I:受けた恥蒻沿(%) 」30

1.6 
. . 

1,3 5i,U, 社り伏し夕to成1刈('H

即！知絞診行の内ハイリスクm知が公Jしされた割令竺］」ー：

仔itされた分娩の削合（％）

1) 伝代的殺婆によるn,も分娩（％）

2) i~ 税従'~者による fl't分娩(%)
. . .  

3)祁Ii,院（％）

分娩p訂；

iしWi'Ht屯児
--

悠11肝吸芯咽染4ふ

25.0 

23.0 
.. 

9.1 

16 

F約11;: I 6.6 

マラリア I o.3 
9
-
2
 4)県病院(%) 3 —----~----- --- ----- ----____ _]_ __ 

5) ,I; 登Hl%l 70 

1,-1: 児依i>5風 I 4.9 

その他 I t~5 

1渭l 9.5 

出典： Narional MCH Staristic Report, I 994 11頃： NalionJI MCII Stali"k Repoll, I 994 

及4 公的l辰I!/.施設
- - - --

納餃数 診租祈数 ベ・/卜数 Iベソト'りたりの人fl(}、)

198 1,267 9,891 1,000 

Iii典： I悶兌迄 1:1'1の fj ―[-{¥-~!、 1996 f•/'I・＿省

1< 5 地破による侶健サーピス格

． 

-- -- 三-令［＂-都'"□ "" 
稔A.IIIこ占める安全な飲料水を人千でさる人の比,r<%) (1990-96年）

稔人11に占める適切な衛生施設を利/IIできる人のlt'I'1%)(1990-96年）

総Arnこ占める保健サービスを受けられる人の比斗； {%) (1990-95年）

出典： [H_'!/-'f-U¥(h1l I 997 

，
 ， 



2 --3 戻林水苑業

!) I勺牧の彩府でリlit労拗力が;i;足していることもあり、カンボ・アイア女tWtW労約社の 7割近く

を担っている

2) fir金を返すことができずにI:地を了北放さざるを得ない女忙が増えていると月われている

3)耗梢的に［り窮した結果、取を求めて都iliへの移itを選ぶ女11.も増加している

4)小規Ii!融貸を利!IIしたいと名える女代は多いが、利Illできる人Illよ限られている

♦桟 1兄

カンポデイアでは85%が農H部に,,rn:しており、屈Ill人［］の80%以 lこIi股林水荏足に従:ftしている (Annuska

Derk,. 1997) 。れ染人llの60¼11 、 トンレ・サップ湖やメコン/11/,¥JjQでネ作に携わっており、 IllIiけ也mでは

米、メイズ令の焼叫JtWがおこなわれている。大部分の人々は米を中心とするlお知ur:により 1LMをv:てて

いるが、れ来はカンポ・アイアの稔111,脩収人の 16¼を占めるにすぎず（前掲m 、他セクターに比較して収人

は飢く農足だけで,utを支えるのは難しい。 1975年以米の」地共イ直J疫に変わり 1989年にl:地私イi制が祁人

され、 lit俯はその構成人数に従って分け'jえられた土地で伐;[rt苑をおこなうことになった。 •入‘りたり

0.16から 0.18ヘクタ--ルが割り~. てられ、 fit{¥;'.りたり所イi地面積 IJ 令 l•I'I吐りで 1.2ヘクタールである

（［ぷg⑮叫. 1996)。地雷芍のために新たな耕作地をl#ll!iできない地域も多いために、 1989年以叶に{-{Iし

を'Iみ家！は数が増えた(U.帝ではI・分な農兄,u~ をLげるだけのI一．地が;i;足しているといったilll俎が指摘され

始めている。

,J; 叫網化とともに1980年代にイf{t:したHi各Ill:偕間のJUaJfj,,t・柑1r/kll/J制度であるクロム・サマキも1泥,1-.

された。そのため労街）Jが杓とする lll]fiではfi労初行を）低い入れることにより店況it発をおこなわなければ

ならなくな，Jている。農地の/Ji;人が容枯ではないうえに、 1994年の洪水に絨きFばつが1>11:を使ったため1こ

収!H定i',':jの37¥たが失われるなど、ここ数年のkt,文小馳のためにti没収人は伸び悩んでいる。

♦股光

設It姐}.17)90'7clょim菜！こ携わっており (Annu,kalkrks, 1997)、カンボティア女ヤJ-が牒'i'i'U釘こ来たす役

・Mは大きい。カンポティアでは男女が共iolで尺叉1unこ携わってきており、 Ill起こし!JUこ男n、HIii!ぇゃ

脱牧は「に女ヤtといった分/I!けあるが、他の労倒分/!!Jellふ 男 女l:¥JIT)線，；1さは厳Ii)ではなく、 rが足りない

楊合は屯労例であっても男女の別なく必約を/11う。このことは、カンポディアにおいて男女が比較的'I竺§な

地位をイi していることの児11117)- —つととえられている。また、インフす--マル・セクターにおける；；rn物の

加」：ゃlfo'cは女llが担ってしヽ る。

1勺枚の影府でリ）flう濁｝）が減少した粘果、 r,w労絹梵の 7割近くを女性がmっており、 iげ頂労働にも男女

とも 1こ机わっている。しかし、リ）↑1の労約が女竹．の労約より屯労的であるとどえられているために、女代は

リ）f'l(/)J/2から 1/3(1)労JIしか文払われないことが農！！女ヤ[(/)抒済状況を悪化させる原囚の一つになっている。

このことはとりわけリ）n. 労!iHJが杓ししている女杓llt{i;Hことって戟しい状況を'Lむ災!1,Jとなっている。

労仔りには）しIぃjで参加するもの(/)、女flの労俯がiE・りに認減されているわけではなく、女性が村治の、なぷ決定

に ltiW的に参/JUすることは少ない。そのため、男性が兵役を離れ村に戻り、過 l·JO年以 I·.、女l'tが—手に引

き疫けていた作及に11Jぴ批わるようになるにつれ、『と又'Ui"や潅漑t序J'j!に関する．むぷ決定は'J)t'fに委ねられ

るよう！こなっている。したがって、 'U{・潅漑システムや設iかの改牡に女竹の．な見が反映されることは少な
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く、粘果として女れが謀:¥'i'IXIこイ;fl]な、'!)りに追＼、やられるのではないかとしti::念され・c,ヽる．

♦ I: 地fir{;I,~ 
1980年代後rに I:地JHi制度に代わり、 Ill:鼻：府の構成人数に応じてL地が分Mされ私打が，忍められた。カンポ

ティアでは伝社（内にリ政は!nJ等に1他に対するIHIJを{iしており、 I. 地叫II条とについてもリ｝女 1/\JO),t~I) はな

かったが、 1980年代後半にI:地分割叫祭におこなわれた1虎凶，記は通常、火の名前でおこなわれたため｀対

婚叫繁に火が分割を l[i~j し、女竹が I·. 地を分 'j- されなかったケースが似•;-されている。また、成）、数に），I,づ

いたI:地分，1，!)であったため、女f'i'.!11:fi;i家庭に分けりえられた I.地は少なく、粘限として 1;'}_ 叉 •La:,:: も限ら

れている。

,Ii楊粍済化が進む1こつll!Ht部でも lt幣の咽訊lが増しつつあるが、 nmを抱えてI:地を f放さなければな

らないれ民がIN/JUL ていると ~iわれている。頓れる労仕1))のあてのない女t'tlll:：ヽi';i: がとりわけそのようなJ迄

遇に陥っていると船•;·されており (SSWA, 1995)、1他へのアクセスを失う女代が増加Lているのではな

いかと懸念されている。

♦ 牒又・、作及 ii
姐4は,u祖こ沿梵に参加している1こもかかわらず、 1屈位1帥や杵及の対象とは認識されておらず、牒叉れも

4tlこ女flへの取り mみを頂視してこなかった。タケオ1li農兄島に配訳されたII名の農＼訊汲llのうち、女n

は2名であった。女竹農笈杓及Hの割合が少ないPlりIiは、［姜来技術校に女ヤl.11:lとが少ないこと (1989年で

I l.8'k 、 1994 年で4.6¼、前掲，1｝）であるが、これは、中等教fiを終える女代が少ないことにも部起Iりして

いる。また、 ［現楊における舒及泊動は、女ヤI:に適したft・Fでない」という思いこみがI,,)分野への女ヤf<l)迎

出をm;1;する要因となっていることも帷かである。

♦小規校散hへのアクセス

展!Jilt帝には1氾村、農訊出、役船｝の耕人のため、恥揺要は邸い。さら1こt財政!'Iは 4話を支えるため

に哀来の他、 ft品加」：、手.i:芸品1t;名、小I惰い等、様々な経済話勁に ており、これらの小規I丸'Ji:tを

拡一人するために融介を得ようとする女竹は多いが、銀{iシステムがよ発;rなために）！利20'7,を課す地政のi',':,

利itし (AnnuskaDerks. 1997)に頻らざるを得ないケ・ースも多い。 l<lf祭慎1月やNGOが小規校践行分野の1魏IJ

砂 1始しているが、よだ限られた地成でしがJ翡施されておらず、 1995介の時点ではi災 30NGOによる牒！］小

規校激柑プログラムの利 Ill 名•は仝翡 H[I国の3.5%にすぎない（柑il<W) 。 ft·lし、教1i1~ 、 1庭lft'lt など身近な

家社は女t'tが怜理しているため、女件は製H令融を利Illすることも多く、令fillll名の 7割を占めてお I), Jヽヽ

規校隙れ提供をおこなう設大のNGOであるACLEDAでは、＇ぷ紺融 ?i利111.r,の98C/c、小規校磁'fif!JIIJ行の67'/c

が妍1である（前掲｝｝）。小規校融，ttの現状については、 1遠懐閲によってfijf-にかなりの述いがあること

や、すでに訂令は I・分にあるが、+足しているのは'i'i令を連Illする人材と紐品であるとの指摘もなされてい

る。これらの1::間を招決し小規校雌i'HIJ連プnグラム＇）孔屯 Ill休11¥Jの調悠をIllるために、政府により森!tlJ:l梵

8舒t委ll会 (CreditCommittee for Rural Developmenl)が設散されている。

♦ 水 if 兜

カンボディア人は動物n!lii'I預の40-60'7<を魚からI!¥取しているとげわれており、そのけとんどをトンレ・

サップ瀾周辺やメコン Ill 、及び池や水 Ill などの内水U!i挽業に煩っている。小規校な漁独が11•、じで、奇lll,'lだっ

た'I光や加i:は、シアヌ..クビル以外ではIiとんど行われていない。漁役のはとんどは'JJttが行い、女性は

加t:や販売を担当する。リJt'l労約}Jが,i;足している楊合には、女牡やリ｝｛・が漁獲に携わることもある。収1没

された淡水魚は、塩漬け兌陪したプラホ・;ク、また、 n然乾躁させたトルイギア I 卜として,l;J品にll¥111Iり、

年間を通じてカンポジア人の ft 中に粕繁に、i~ぶ。

II 



/<I 小規！だ限'Itプ11ジt クト実柏状況に関する祗l介枯呆

置嵐戸］は［り9~911三三―=------一
磁w柑1111 I力月から 3介．

JJ l1iのFLJ・ヤ

社・代規校

・-. ---―------- -—--- -------- ---- ---- -
0.83'kから6'kI0.83'k uusド）レltて既介のケ・-入)

US40~ !Ohドル (1.000~ 3,()00ドルが蚊も多い）

m;1! : Ca1holic Relief Service, 1995 
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2 --,j 経済活動

I)女代の力切参加和り）ItをLr,1]っている

2) 女札の托業う繹翔·は、級維、た,x::.t仰の分野での屈 Ill が fl ヽt っているが、 (IH\令、 I~叩 ¥J労tりの級

しい労褐条flで屈われているものが多い

3) iii沿経済化の入な人によりインフォーマル・セククーで偽く女竹の数が増加しており、 1わ:ciに投わ

る女tl数も培えている

♦概況

rli叫問化の('/,入ととも 1こ[i)営i:場の多くが柑）禎されたが、 l•l営D見を解Ii{ された労約れが新しい戟島を見

つけたかどうかは1/Jらかではなく、失足印：関する代社も({{(しない。公務i1の島合、 II会iぷ乃代には松

'i-lJftlかったものの、米、 ft/11油` イl梵公かの文給を受け、兵役を免除されるなど杓典をか受できた。しかし、

これらの11'典は1980年代に廃ti:され、現｛［の給切り！約20ドルと 't社を:,rてるには,i;uJ能な令麻！である。そ

のため、多くのものは~M籾罪IJ外に副沈 1こ励み収入を補IJししている。 GDPIこ占める割合は 1 ー．菜・製 ,!i 史 IN 、

サーピス菜:¥9'kであるが、労約))人IIJt和よそれぞれ8'{ 、 19'kにすぎず (l•I 別 Ill J; 枯1位ファイル、 1996)、

牒兄以外のセクク•·の労例}Jは依然、少数である。

♦労働参加

女t'Iの労俯}J参加・f'.は59.4%と硲く、リ｝ヤI:の59.0'kをわずかにJ:lnlつている。よた、労倒人11令f-1-に女nが

占める割合は、女:t'I人[1の多さを反映して56'/cであるが、 ¥t令労約者に女竹が古める，り合は25¥lIこすぎない

(Annuska Derks, 1997)。女ヤ｝は、腹克以外では販売菜に従:)iするfill合は高く、 1'fに菰Ii祁では女t'I労 jfj}J

の39.l'kが販,;凶好必1:名・である（前褐m 。

♦MIii 労慟

,Ii場rn和の祁人は、女ヤtのHUii労任りにとって救しい現')i を ,i,_み出している。社会 i'義政1/U-では、女れは¼1

沿児..i: 沼労慟打の1数以Lを占めていたが、 iii楊粁済のifi.人にfl',い、これらの］：島の多くは1m11され、多

くの女性がW,釈された。現在、公務1iの11311女f't.であるが、 I: 級駄に礼いている女ヤ｝は少数である (1nlll

l」n。政府は145,000名を90,000名に箱小する大規校な公務iij'j!J減，,t[J1jを泄めているが、鮒M-riの多くが女札

になるのではないかと懸念されている (Ledgern・ood, 1996)。様々な駄楊でH験をIiiんだ女nが、 tiぃ男性

や婦沿兵に取って代わられるJilnJにあるとの指摘もある。また,n政権卜においては｀駁楊に，砧u,rrが設!li'さ

れていたが、 jl浪U うな没i府は廃ILされたため、人就ゲのf・供を捻える女nが侶き絵けるこ

とが困難になっている。

たばこ、ピール、桟糸lf≪::tでは女I生1,UII名・数がリ）tll,Ollt. 数を IJuJ っているが、これらは•閲迅足のなかでも

低貨令、 1雑卵J労俯と労勧条f'tが劣：也なセクタ・→である。米l叶故会による対カンポディア・舷関税慰北ぶ¥iii

の可決、それに什う外l•I投'iiの増加 ·T場進出により、級絆Iffl'又のうが展が見込まれているものの｀他のアジ

ァ;Yi{りにみられるように安い労廿VJとしてのみ女竹がMIilされる nf能性が指摘されているc

13 



ヽ

叫 11ではH・・労的・ H・W金が保悴されているが、現実には軍隊堺・・部の我Illを！令いて、女flの砕I.I'))

n. よりかなり低い。リ）n. の方が女t'lより依険で困¥'.1iなイ1・1,を多くこなせるとリ）女ともにりえていることなど

が珀11で｀女l'I:のfll¥'(金がii渭化されている。

♦ インフォ・ーマル・セクター

都,1沿1;女利．の3/4以 I.IJ インフォーマル・セクタ←— iむJl れ·であり (Annu,ka Derks, 1997)、教ffゃ，'J111来の横会

を得ることがでさなかった女1牛が簗J• . ff児と jJ拉．させて収入を得られるJ易としてインフォーマル・セクタ

ーに参人し、伝代的に女nがi晶［してさたれぺ物や衣服令の販売、槌製、美容帥令に携わっている。。イン

フォ・ーマル・セクター従Ji名のl数以 I-.は収入の90%を1t;l1を立てるために使っており（前掲，り）、 インフ

オーマル・セクタ・ーでの労街が家放の,,れのためのif('/¥'なr段となっている。しかしながら、多くのIJ}合、

労任)l,::に比較して利社はあまり I・ーがっていないのが現')fであり、最低レペルの収人しか得られていないもの

も多い。そのため利益を増やすために投森衣金を!!}たいとどえている女札は多いが、貯品をするような余裕

もなく、 bが'1iや;i11棟の慨会は限られている。女n労鴎))の59.4'7cは無給家族労働名と n営梨名ーであり、この

割合1よI;';It部では63'≪にもの1まる (1i<f掲，'t)。

印 II労任りの環境悪化と農Itからの移II'労仕り者の増加が原!Alとなり、インフォ・・ーマル・セクターで'I'計を，1：て

る女れは増/JULつつあると報行されているが、そのなかには:It困状態に陥り !'Ht累応J堵として'l話するも

のも多い。 UNTAC駐留をきっかけとして悠増したn召深従'.j[者は、 1990年の1,500名から 1994年には 17,000

名1こ斑加しており、入身必買、 HIV感染0)培J;り等、深刻なH会問題を'[五．み出す温1,1,となっている。よた、女

ftの路 lゾiぷ~l,·O)附加も殺；りされている。

表I :i要労勘指1素
指11. ―-, 一

竺竺竺.:竺る女!'ti臼¥1990'1'十望
N.A. 

N.A. 

出典：人間1:11梵報告，'fl996
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t< 2 セクタ・-);IJ/,•;fl: 地);iJ 女ヤt労筍名It•{'(%) (nl.t.{1ゼ只Ii) J;; 3 移fl労f}り女tlil>馬"I:!靱!j収人
う

セクター 男女仝休 祁,Ii,',~女tt 農It/ふ女9牛
R叉,jj.果 --

-- _, ----- ＿＿ 
-- - I 

80.6 40.0 89.9 
漁兄 1.0 0.8 o., 
鉱又 0.1 0.1 0 I I I ---i¥ ft―――ー I収人 (USド）し）

製迅兄 2.2 4.1 l.J 
雀}J' ガ入• 水近 n n n がIll労約
往設又 0.5 0.5 0.1 公務J1 IS-20/Jj 
lll先り，小>'c11・I初朋 7.1 39.1 5.7 ウ 9 イトレス 9 -50/ Ji 
ホテル・レストラン 0.2 1.1 0.1 漁熟 1/ll 
述恰・ 通信 1.3 o.; n iく計J:I灼 10~3V/J 
金険 0.1 0.2 11 仕設現1,1 40-4V/l 
~;§ 加"・1tn 0.3 0.9 0.1 絹紐物 35-~0/ /l 
公務n.・,v., 采 3.4 4.1 0.2 沈沿 65/J] 
教(f 1.7 3.3 0.9 ~ 

l父級 0.4 1.6 0.2 t'I営
地成• 福廿 0.7 1.2 0.4 小滋り 40-70/)J 

家1げ・伝い 0.3 1.9 0.1 r,,: 芸品,1,在 13-37/JJ 

f•lf'.\慎関 0.1 0.6 n ぶどう採り 26//J 
合 計 100.0 100.0 100.0 漁哀 30//J 

-- -—---—— --・-
/ll!l~: National Institute of Statistics, 1997 出典： Klaissen,1995 

｀ 

｀
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3 WID/ジェンダー関連援助実績
- .'ー・ — ー・言ペ____, —----- ---・・ — ・- . --- . 

ブnジェクト／ブnグラ lヽ 実施携関 援助攪関 期間 予算 (US$) ジェンダーに関する事項

麟畜 ． 
： 

． 

ノンフォーマル教育ブnグラム 女性庁｀穀 UNICEF 1)註み書きを覚えた女性配布する

育省他 月刊プックレット作成用の機材提供

｀作成技術移転

2)収入倉l出活動のため生協や鈷縫

・食品加工・家畜1司育等の自営を行

う世嘱に最1/Jの資9オを提供

3) 野菜・果物／穀物生産等の技術
玖転

甚逹校育敦村供与 教育省 ADB 1996- 20,000,000 初等～黒等教育レペルで女子の就学

を促進するための敦材、敦育関連出

版物の作成

初等教育支援 敦育省` USAIO 1996- 女子敦育 女子の紅学宇向.I:(詳細は未定）

NGO 2000 コンポー

ネント
2.000.000 

クラスタースクール支援 較育省 UNICEF 1996~ 5,690,00: 各学校の活動計国への女子の就学促

2000 進措置の導入

お,... 露鍾鼠 ~/ 
~ ~ ''.-:・..... : : ． 、 .- .. •· 

基礎伶健サービス 保健雀 ADB 1996- 20,000.000 地域病院への人材・医療機,~の導入

を通じた安全な出産の111進、助産婦

の1111練

疾患予防／健頬向上 世銭 1996~ 35,600,00< 母子保健、及び女性のためのエイズ

予防対策

母子保健ブログラム UNICEF UNICEF 出産前後のケ7、分娩、栄養、出産

間闊延長に関する政府の母親健康対

策支援

紅市*供給／衛生 ADB 1996~ 20,000, ⑱ 水汲み．水蓄理を担っている女性の

労働軽減を目的とした都市の貧困過

四地愚及び郊外の老朽化した水供

給胞餃の改藝

ジェンダーと人口に関する訓練 女性問題雀 UNFPA 1997- 1,500,000 1)女性を対象に家族計画知繊の彗
・啓蒙 、NGO 2000 及、 2)エイズ予防・家族計画実施

の為のコンドーム配布、 3) 女性家

族計画彗及員の1111練

家族計固推進 ・I!!繊強化 国立因子保 UN「PA 出産・母子保健・家族計画に関する
健センター 調査．及びIEC支援

人口穀育 教育省、 UNFPA リブロダクテイプ・ヘルス及び家族
NGO 計画に関する指導の中等敦育カリキ

ュラムヘの導入、及びNGOを通じた

情報提供

母子保値ブロジェクト 国立母子保 8本 1995- 妊産鱒死亡宰の低減を目Iiiした産婦
健センター 2000 人9斗医療従事者への訓練及びセンタ

ーの機能強化
.... ~ 

~ ~ 
•—. ―, <・:" •.•.··• .. ・ :'・:'・} ,:: ,.--,-'',・,,・・ ~--.-= ... ・. _ ::. : .----・{・-: 

農業生産向上 世註 1997- 27,000,000 ブロジェクトのtt画・立案・ 実施の

全段隋での女性の参加・活動から得

た利益の正当な分配を促進

農稟信用貸し／貯蓄 農村開発省 ADB 1997- I0,000,0CXJ 女性を主要対象者として情報・資金
国立餓行 の貸与

水資源開発 ADB 1996~ 550,00( 晨業で主覆9役割を果たしている女

性が平等な水へのアクセスや水蓄理

の意思決定権を持ち、農業の技術の

贅及サービスや肥料・種等の資源ヘ

/l)アクセスを持っための支援

＇ 

ー
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'~ ― . ----•---• 一- ---- ---- .. —---- . • - - ""―---------—• ー・・---' —----

ブロジェクト／ブnグラム 実抱機関 援助讚関 期間 予算 (US$) ジェンダーに関する寧項

鼻→ ヤ- ,—~, ヽ --~-- ー-r. , v-- -- --• ---, 一-----→―『~- ---― 
；、

/¥CLWA' 
e-- ー・～＇ 小規桟企菓／インフォーマルセ UNDP,ILO 1994~ U困女性を対象とした事某M姶／拡

クター支援 大のための融資提供

籟攘訓練 NGO ILO クオーター制を設け女性のほ莫~llff

｀小規模融資への参閲促迭

亭"'""
ー•- 、-

： 

綸送網改善 公的事業・ ADB 1997~ 600,0() ＂から郭市頃への慈品輸送網改柑を
運輸省 通じた女性ヽJヽ亮菓者支援

NGOのWIDプロジェクト活動支 ?NGO USAID 農11母子保健、母子の栄賛改善、エ
援 イズ予防、コンドーム・経口避妊玉

の臼及女性のための様菓~II棟、母
観への保健敦育、未亡人世帯主への

食糧援助司のプロジェクトヘの活動

資金供与
WIOセンター支援 女性問題省 AOS 計画中 30,00),00( WIDセンター舅設、女性へのほ槃t11

社会・労働 練・小規横融資、及び公の能力強化
・退役軍人

省

NGO支援 NGO USAIO 1993~ 50,000、OOO女性を対象とした小規撲融資｀輯菓
2000 馴練、保健教育、水供給等

WIDセンター 女性問題省 13本 1996 3WIDセンターの惇穀

- -- -- -
ACLEDA=ぶ双ialiヽヽnorC'amt.1dian L<><:al恥""ヽ mic、い、el,1pmeoLAgen<'ies (a f,,・al成沿）

， 

、
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4 情報入手可能組織／人材リスト

名

NGO Ass0<b1ioa 

E、''"面k
(ACLfDA 
M<.P几,Snl 

AMARA 
Ms. Uc,g Yolk 

An A<sヽ→
D,:vd,'!'血.,
1ヽ'P.oヽ,,

B≫L-., 心 ,g

(BWAPJ 

tヽsKh"' 

C-amb..>lc.n 
ofRornlF四

MsOoch 

(",c,nbo,J, ヽn

"'Nean 

C-amt,o,J,,;o 

F⑮ •ilks 叫

"『So"'

C血 !>..>.Jc.n
A,sc,;;,i; ⑯ 

KeoSe<e} 

C皿 ,!>..>.Ji>
a叫 仄moaa.-y
Ms.N,,n'<l,,m 

C'amooJc.n 

Aゞ"""';
Ms Kkn 

CamroJ.ao 

Deヽ'10r,m,n1
Ms Sふm

C血 boo.cu,

"''''"''" '1s.Emso,・, 

Dcwl0ro 

恥 Hし'ffiC

(DAS!IOV.1-
'1, Ch,.,., 

llde枷

So,n SM, 

HomエR
Ph,j心 l(

S"yC"ha 

lnJ,, D, 
Ms.Dy 

KIIE'1A 

M,.Ko," 

Khmc,Wom, 

Comm, 

Ms凡＂

Khmc,W,,rn, 

M,Koy 

―――→  ー ,・ —-----·~—→—ー＇一―....― '- - ------ -- --—— 
1/J/氏名（専i"I) 実績 帽告書 連絡先

（ブnジェクト内吝／ ／署作等

店間、社会ジェンダー

分析のH験芍）

-C',lffibo:、!1:inr .oc:11 小規横Ill資 ＂刃， SU,"¥'I163, Tool Tumri. ―,ung. I. 
lor,mcnLAS⑲ i:ks Pho凶uPooh 

Td IF.n : 855,::! J-3&に!(J
[Eh·,.·uti 、·~Sc('『d.:町）

啓蒙／リーダーシッブ RヽnkuKhm.:r Offi心.W,1l SしヽmP .. -.. ... M.; ぶ，

'"" Pl"ヽ≫mP<nh 
McOll-911)06 

Kbmcr ¥¥'(RCii I¥ヽr 閾繋U練／保健教育／人 9瓦 Strl'ぐI21. SMS.1'.:11 T⑲ kBl~ ゞ IC,

iAKWD) 権 Kh:.n ('l¥,vnl..r M⑳,  f>hn,,cn P、:[lh:
r~·siふnl)

叩 ,;n'sAlDS Pr呼ヽjぷ＇し AIDS・性感染霞予防 1tl96. Sui:ct). Gr¥'l..lfl -II, S:ingb1 fk 
Pl>.:nb. Blt血 11:iang,

~our (Direct~vJ 0f : # In, Strc;:l'.? I, Phm)ffl Pc nh 

CICbti(ヽnfor Dcvel0r,rn,:n1 成人識字教育／飲料水供 #81. Strt>ct 5-9l.J.UO, Sangk.1t B心¥lDg'.K改
(Arun Rぐa.'i)

給／家庭内暴力 ll. Kb1n Tu,; ヽlK,ヽrk..Ph,1凶 nP¥.'nh 
10a. ヽ ati(Dir~cl心）

'v.ir.: As.socia如n(CMA) 助隆婦育成 什21:¥ZAE I, Swct 63/.l lO. Phnom P,・nh 
T<lc-'62698 

ociぷionfc,r A~sisL,ncl! 10 農業/ll字敦育／臓菓引 Thm.ur心 kPJg心ti,Thm.u Pt.•tJk Dist.ric1, 
＇ふヽ v.s(CAAFV.') 

繰 Bau., 叫叫)!=
(D,"-.;M) 

hti.an ¥¥'(lfr,eがS 戟縫訊練／機織リ訳隷／ #~. Swd I ti, ふngk:ヽt恥叩ngPr, ヽlit,
'WA) 小蜆模融資 Kh;¥n Mak, 四， Pt,n(IIDP,;nh 
y 

I Agriclllt.irc~n·k,pmc111 農業／敦育／人権／疇菓 IIS.8, Str~.:12H. Phr1<-1m P~rth 
(RADD) 訓隷
地ヽ ng<.7lan Sorn::i.ly 

m~n·s D.!wl,1pmい）t 小規模融資／識字教育／ 09. Su,、:t14', S.,ogkat B, 心ogl¾, "ヽ'
¥.'DA) 

託児所/HIV・AIOS教育／ Kh~7 M:tkM:t, Phn直;mP~曲
f'h.11 (Prt~iJ.:nO 

饂菓訳樟／各種講査 Td: .,64050 

men L:a,g:w h'l 女性シェルター／人檀敦 #55. Street 125, 釦nlatVeal ¥'oni,, Kh:1r1 7 
'WlD) 

育／技柘訊練／曰字敦膏 Makara, Phn<1m Pi.'nh 
a (Oirt .. 'I(、｝

men's Lcagu~(1[ Hurn;in 収入割出／人権教育 c/o P,,nku Khm,: 「.W:itSlヽmP,:o P..foa~. 
lopme'lt (CV.HIRD) P!rn,.mPenh 

町 (P「""'"'' Td:3M)70 

SSL¥: 血ionfor Supr,:.•rling, 農累／幼児人身売買／人 Tal.mao P;igod:., Takm:11、.Kand,11 
lrrh:t!l,; 叫 Wi.J11・,.,sl.if.:

権・保望敦育 l'r 

"''' 
,・{HT¥¥') 小規模融資／技術訊繹／ rr,-=k Ta Ch~(叫uk ¥'illJgi:. Pr.:k Kory 

豚銀行 C('lmmun.:, S3;1ng Di~trkl. K叩 J,,I

血:,Cc,mm<Jnity Ouu-~ach 人権／農H開発 it.is. Strcel 368. T匹 ISvay Prey I, Kh:in 
EACH) Chamkar Moo. Plin(,m P~n.h 
匹 tP「~siJ..:ol) Tel: OJS-9B303 

"'"灼n A!DS教育／人身売買・売 #)], Strt·~l 200. Phn心np~ 仙
Pr心idem)

曇 fel : 0 I 5.9 I 8214 

羅字教育／技術肌錬／シ 応 ti<inalR心11#5. Milhaph~ap V,llaf'-', 
than (At:rilll Uir,xr,,r) 

ェルター／農村関発／保 Ru~s.e;- Kt'¥l Di,;trk1., Phn(,m P~·nh 

健ぷ動／小規模融貨 TcL'Fぶ： 855-23-.¥601.'4 

's A<.S(X-i.l恥 na叫 人櫓/,)ヽ 規模融資／米錢 iil4, S恥 .:18,砂 ¥'111.:iic:.Tuk~o 
n:il,prn.:m (KWACD) 行／保健 PJ O ¥・i fk.'t: 

's Veヽk~0.'rllCJ {KWヽ℃9 Ill査活動／教育／法律／ 月i'I註 #22, Stfl'l'! 29. TlヽnkBa~~ac, Ch:tmk工
Drr≪tPc) 

メディア Mon, Plioom P~nh 
M,  g;;.21-362,;o 

fa,: 6"-2-1-721012 
i
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名称／氏名（専門） 柑伶•

K,,,1≪w,,m'"''Wdf,,e A,~,;,,;, ヽn
tKWWA) 

"'・"'"'Thy (Pヽ";"'"')

（ブ0ジェクト内fl/I /哀作等

期問．社合ジェンダー

」一 分析叫f験等）
采…支ロフ11iii←r-----―rsふ戸戸戸ぷ叫；；；；;, 
小規模融資／保賛サーピ K,,u, Di;ei". "-'"'r,., ヽ'""

ス
＂心 KhrnaD<、d,ヽpmぐntOrg血 ,,,;""I紅縫訓緯/W墜教室／保

("ゆ） 惰穀育"、TcpS,sr,(Pぃ,;ふ・no

Moll;c1'sloヽ,Assoco,noa (ML) 
Ms NNS瑯 hヽ(P";;J,oi)

P,>orKhm≪F血 it>esfo,Dc,ckspmcnt
Ass心 i,ti,>n(PKFDA) 
,1,. Chea M,my (Dir,xt,•r) 

SABORAS 
,1,. Ok Kuog (PresiJcnt) 

SAMAKEE 
M, Loo Saoly 1Pr0~,,m Di,cct,, 「)

Savcm,M凶he<aoJ C'h'1J"o(S'1CJ 
AmSon,o 

TABITHA 

fao仄,Rふ'"

Wnmco・s Associatirn ore血卜油3

(WAC) 
lヽs.Ch訳,okChhio(P≪siJcnt)

実績

ら

用*格・池掘1)/差困敦

育／貯金奨励プnグうム

農巣融資／技術・』3嬢訓

棟／敦育/AIDS/家族計

画

小規模融資／技術訊繰／

託児所／農菓・環~/帰
週民支拭

lヽヽ鰻讀融資／貪糧生荘／

飲い水供給／保111敦育／

家族計画/AIDS教育

衛生敦育／妊邑婦教育

小蜆模事業／小規模111資

Women応 k、pmeo,A双 xillion(WDAJ保健／小規模融資／幼帷

!ヽ,.YmA!ay I園／収入創出

W0meo for Pro~rcri,y tWFP; I IJーダーシップ訳諫
Mi. Pf•k Nan必 (E~co;uti,.·e Di1いWr)

V.¥,mcn・s M』 i-1Crntcr c,[ (互tmt叫 ll メディ 7を通じた啓蒙／
(WMC) メディア含H作訊棟／メテ
Ms TいeS..u .. yeth (Co-Di『ector)

~7 ・センター

Women's Orga.11i1.atioQ for MN<.・rn 経済活動

""''"""''叫"""'"'(Wm1ENJ
Uc-n P0nh (Dir~ し:t凶）

Womrn Rig11u for D-.!¥'Ck、pm-.!nt 1農業融資／衣料・食糧撲
Assoc;,tk,n (WRDA) 

供／保健敦胄／人権教育
Mr P0uv 8心 ri(Chi.: 『WRDA)

¥¥¥)men Scni~·c Or~anii: ぶion(WOSO} 米錢行／家畜・魚飼育／
伽 ogD叩 lM四 g<r) 保健・衛生／保育所

その他 JC0<1r,.:-ration C⑮ miltel!'for ('an1tx心 資Hセンター

S区toralWl D Group WiD/ジェンダー関連情報
M~\'.1kri.: Tah)f¥ 

it絡兄

#61. S,mo,・,h Sr,,k, 甘 BlヽJ.Soc~tc,t 
T≪ok Bぶ'<.Kh.o Chc.mLY M,,o. Phn.m ,,.,. 
Td, S55-? ヽ'""'、>II Fn, s,s.,i. 
4'600.l 

!ヽbkV,lbgc, Ba>i Di>lri", Tok<cヽ
r, 

9ヽ5A. Su,,・1 413, r.«•up'1. Sc«』 s•stfaヽ I

T⑩ ['<•og,Kh,oCh,,ako「 Moo. Pho⑩ 9 

P'"h 

Wat R叩'""しヽ J.B,tum1'ヽngC1ty, 
8,1u,m1'10gP,.;;i;ce 

Svay Tear o; ヽ.,;.,_Svay R;cng i'l,≪iccc 

Ch'<aog T心 ,v,11.,1,.S,,ryC,ヽmmリ'"・
Blly D凶dヽl,T,ke,>和"'"'
● 26. S•M 294, Saogl,i恥 uぐogKcog 
Kan,, Pl,e心nP凶 h
POB,,c 2)61 

牛銹fi/小規模Ill貨／飲 雑註（年 4回） m.suw41,S、,ngkntS,.m C'hek, Phn,,m 

料水供与／家族計i!j I IP,eh 
TEI, 160192 

#IJO, SOM 507, Gn,cp 25, Phom 4, 
Soogbt Ph,.., Dem Tlo,, Khao Ch:m<k:u 
Mon, l'h,.,m P.nh 

119, Strw 16', Saogb< l'e,,t Voog, Kh,o 
7 M:.la,a, Phnom P, 

Td: 0l5-917l4l 

択4、Soむ tlll.釦,,katB⑳ cngP,a L<t, 
Kh,,o 7 Moba, Phoo,m Pcoh 
Td, 85S-2J-J&l8S! 

rn) E!. Succt 1.'6. S,s,bt Phs,u Thmc, 
ll, Pt.oom PcoS 

朽0.Grvup 6, fl, 皿 9しヽo<nph,1v,11,g,. 
B心 cngTcmpoco, PhoしヽmP,nh 

Kong Noy、り""''・Koogt<oy C'omm""・ 
Kaeふ1Pr,wfoce 

m.Str心 1178.Phゞ• Thm<y Ill. Kh,n 
Do"o P<eh, Pho"m Pce,h T<I 855→ 2,1. 

426009 

do CCC Td OIS-8.l2ヽ15

｀
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5 閲連文献リスト
------- ------ ----- ---—--—- -

文献名 薯看- r~ ~~----~ 究一心―――-
--- -

夏罠 ． 
"'"'心芯I心 Iゆ a、成茄，,,,1;., (A盃函応ce;,~,;;~Ttws w .. m,n·s ヽkふ．ヽ C,.,k«•fC,,,,,1'x!,,

Ph,・,c.m P<0h 

-" 「--—-G,Mu /m,e< ;,, C'<m<,・,,,pm,,:, Comb幼J,C血い寸""平れ， va•.11. c'""'r≪Mヽ'"''"I I呪
Nol Is叫 y

← -—-~ K1,,.,,,v;/fig,Iヽ.,.,,,,,.,,.ea,,,知如 .-aH.,p、,,.釦•aaa , m -~bny Iヒ.,,叩 .M:,, 1'>17 [fP、N心 Yo,l

s; ヽIm'

尽面g血,.11;,,n;,s心• 四父ヽ'""'叫ヽ｀ぐ..叩 C四,,,..,,,.,・.;,. ¥Eo,h""・"'' I••s• 
"'""口l,ifSo"'Iぐ,,,,,,;,s,,,J;,,,、ol15 •• ,i 

- - - -

ca,,,Jx,lia c,,:,,,,, ,;, ぐ,19751/.mot/,J>k/a叫和1ぐ jes;hor,.M,y. I 1匹 ¥Com,nue; ヽw,;,vP≪ペ，'"''"
Mortl.mJ. Cami叫

l,dg汀ぃふJ,foJy 

（心ゞ）

1 h, Role of A,dfal CoM知加""'"""";,, 1!:e Pcomorioo of B叫 fhitm,IG⑮ nふlil.tte,Hema I 1996 IPhnnm Penh Vnhc,sit), C血 rod,,,
Papcdn『the''・"'""'"叩 ICoofmoce on Khm" S'"恥 9

Com,,』a11Jt>i・t」.,i.,11Js, R.:r,."'fいflh<!UNDPG叫 ,'rio0匹町m-:ol 『lH,0ごupesh芯,祁.J吼oce1!J叫,:oci'lb '. 『jee.I l叩 IUヽ DP.Phc.om P,oh '"";"' 
I I 99.S 枷r⑮ Qu心， Pi;戸 r:i;--fheGt:. 凶， t11e釦JonJ tl:e Ugl)・. a Rer1eK・,1H畑；ぐ11'5N<JO's in 

1戸Comll<.I"'.写J応ia 函the脳 rldTo砂 r,Cam婦か~L\trl⑲ "池ing
IK訳m匹 I匹

10v.; 叫 sBcijioi ， 
CihMgir.g Cor:.apric'VIJ of Ge叫ぐr;Wor.,m. Src,ries o叫ぷialOrder. l.≪lg,moc.l,J叫y I I奴n
Pll D. Di-;~tru!itヽn, C'romdl Uniwrsity 

I 

~--\"1:1l.ui1 of rht Si11ヽationof Wc,111t11 in Ca,11~-.Ji.1 " ”必 jUN!CEF,Phl'l<,m Po:nh 

/'i."l,me, lmagu tfthe perfut¾omf!I: C砧 1,rtCh.1.'lge oi1d Ge叫 er ＂ I四
/Jear, 

I 

,Gl・nJcr S)'mbvhヽmanJ C'ul!url! Ch; ヽng;e:V氏Wl08,如 ViOU(ヽusW⑲ ,,n LcJgむ Wしxxt,Jody Cl I匁 t IC't)(lldl Unhct~•IY Prc,;s, I如 Cl

in 恥 Ktim~rSいryMea Y. ぽ 11g', in Cam和必JCu,111re Silla J9Jj al(cds) 

『Hi'rm↓/i:l;:ffol/1dr1J , u叫和re
1JCIJi「JReuriJig in t".e .~l('ia• I.、corwmicTrmui! 如II Khm.:r V.\,m~o·~ I知

Voi、"''""'
'Khm;:r Kin~hip: Th.: M:.trilin'i /~falri:\Rt.y M)lh', in /011.-nat of - - L<dgぐ『w".i.J叫）’ 1995 

Anr/1,0,~;rogica! Reuan-h , ¥'('I 51, rp.2.47 -261 

トW(一,n;e11 fri Dc1でTop,1:叩"Ca,1:b,,_vra • C(•U叩y Bikflng Pjp.'I 阪 rDB.l'<og『JrnSCk匹叩 Soc;,,
む wlo押 H.:ntDlヽhi,,n,~hnila 

Finl Cc喝cur.eron rf1e Ro! ぐr,f K枷ierB・叫Jhi~I Don Chee a11J wy 1995 Heinrich Boll founふtioo.('田社心iJ

I¥'け 1:.niJ』「!reRecor;ciliu rion uf Cr.; 11,boJia 

Ca11:bc.vian'H-u匹 11or.Jtheugぶ _¥'ofV.or t-lJ,:1:.ay, Viv IW5 INUCPS, L叫 ,n

Gender {)fl!'l'nJiont ofたi1at:,・: a S<'1D"t)・Rrporl M.:tll.1, Monl }If)) 10,. 紐 n,Phn叩 Penh

lH:eJI !.'re,-,・Ho11uho!J i.t anJ Island: ぷ ial{hguni~a1io11 (mJ f'QKU 〇¥'SCn,Jan, Tr皿le11, l')<J; 

Srmarires i,i R• 匹 ICa,i如"!(}io. L!~alaR心~arl'h R<pon~io CulluraJ Lng -Britt and 

A叫"'やfogy Ojc叫.al,J叫 im

'Ca叫'11.li:.!ia Co,mrり・ Rrporヽ; ・-n'・・ v,r.en iF n lJe¥・eft仰 rem Sccrrt.ui:it or Stat<.! fN 9四
Women's Affairs 

I 
Highligh 1.1 (>/ぐ't11•,bc.J1a'I¾伽：en'.1 lii・ri: -Camfl<JJiw1 Woi;:f'n'.1 sc~rじぃriat of Sutc f<)( 1995 
Pier,,,,; Womca's Affai,s 

v.・c, 広enin Caml双 !ia:(henie:,i・of 1heSit1nrirn叩 ISu.l,,,:c.11io115 for Sonn(,iヽ， Brigitte I I切 IR叫JB血 3
On成 仰11e,JfPrvgram.T 

Gender i11 De,-,,r叩/!⑪ 1 in Comlx_-,Jり<1―加 Sillヽ:1/ivni:ifl'r紐：ぐn S0nncヽ i~. Brigitte 199-1 

Unlike Haocs.'Th.: E¥l. ヽlu珈 nof F.:mak LcaJ,:rヽtiir, in a C';,,Tt炊d叫 lll. Shk1ri l"91 Uniwr:.ily 0fCah和mi:ヽPr.:ss
El.link Erid.iW'. in l'thno~ ヽap!rヽ'u.瓜籾1rul.pp,BS-181 

Cり Iii~沿r,a:1―he Si:Mlion of Cfii/Jr<11 Gnd \J..:11•(t11 USIC'EF 1990 UNICEF, Phnom P.:11h 

20 

I 

I > 

2會



Using Hoth :1,mJ.i: Ht)//1(心 ,l<Jf:.lru:afo11 in Cam屈 iJ 后豆-FA1¥,¥-;,1JB. .. '防5- ADB, M_:_ _.1_ 11ih 

G『.iy.l anJ llh. 『1'115
．． ~ 一

f>IJ}irnltit'i Faad ti:、・Femalesin釦 i11ing1:,110・fo. and Coヽ1tiJJ:、!ng昨 F1, Plm(>m P~'r,h Uni, .:rヽily

nt,~ru C01』,ustll Ph11c,111 f'e11li Univtrs沿¥.¥if Ii Put lirnfor Ref<ぐrenal心 C'li..・n山
!he Bod; ぐ/orc{f:,J, ヽぐmion{ff.FL> Program • a ra~r rr~--.Jul·,:,j by IDP 
ar,,J run,J.:d by Al DAB 

--'-
AJ10<t1(、・Projea:M1rrvu・ing 1'1e l'.d・、,・urionG,:,p Khm;;r Wc,m;; 心 MS  料）-~, 芯 Lt,,;:「l..lliJヽEmhぷ S),,}hr, 直

\'(ヽic~C<'ma

- -
A勺rru11・ing1h~f;.!11rnliN』 Ge11dtrGap , fin.11 RCf'I.• 「ttEnfli、h;mJ ●9 1中 5

Khmer Versi0n) 
-

Adi・ 奴 aqProjecl, War.en or.d &!11faJion. FinaJ Prl)jeo Rぐ仰” " 19% KWVC'. C;tmh...>Ji:. 

Kingdom of Cambodi.1: a p10gramjo1 Chi!drtn a叫 Wumen.1996-1000 U~ICEF 1995 UNlCEF. Plin~ ヽmP,nh
・Ba,;r£,f-,,a,;c,n 

- -・・. .. . 
!111い !mぐ"'Fra,,:e1rnrkl-~•1i:o1io11 Seぐ1orJ 995-1000 Royal Go¥・emmtnt of I灼 Minis切ばEJu ... ・a, i0n,'l¥ヽu山anJ

C.-.rn凶 n Sp,.,rt. Caml'l."1il 

保鍵・医鑽 .~ 
~ ~ ~ ~ ~ ．．  ••• • ―-―・ ― -

ca,11邸 ia11CJ,ifdre,i and Wo111eヽ1kif~Anifiぐi:il じmbs C:tm巡 ia.11 l'l95 
Rese,Y¥:h.:rs f¥,r 
lk¥"el,、pro?nt

Ftloors AJJ.-cti11g rh.-PStrued_g,n・ain ncy Phf1.)nrm ぐnPmolhA. mong tl/e M<it~ers in Enomok、.Tsuy(lshi I四 F aculuty ol Pub!,c Health, 
応pror!11ail"eAgr : a Camb心 i,:i Mahidol University 

CwnboJinn Wo111m'J Percepfions of FerriUi:-.・and G,rJiracぐprio11 Escofl"i,・r. Cbir,: F I魯 National Mot he「andChild 

Hea!th Center/ CRO, Phnom 

A Rrpor/ on NG01 Bin% Spvcing AC'liiilin i11 Car心叫ia:A Q:1aliwrire lbm1~ 「,Anna I奴

さ
Anil/.Hi.-

Aging Wo111e11 &: Heal1h Ad,oca('_~·Projea Khm~ 『V.'omcn's I幽 UNFPA,Cam恥曲
¥'(―, ic;: Ccrit心

Kop S11fft)'碑 Ferヽ1/ir_、.a叫 C<;111raap珈 nin C(Jlllbt~i,1: Nmi(",,wr Birth Lc,ng, Chanふ:ua,Cl al 19'乃 SCf, CARE, UNf PA & ODA, 
Spafin_, P、og,am Cambodia 

Rt・pon C,/1 Heali?1 Achie~·etr.flllS J筑 anrl(J()sirs/<.V 1997 Mini~ り ofHealth I知

Mo:emat mid Chi!J Hraf,,i Narion<1! Healrh Pia,』1994-JY96 Mmi5try t、[Heal山，
MCH Centr,: 

Maumal and ChifJ Heafth Siipen-i,ion Grliddinti a叫 Worhhop " 1995 

s, ヽn-eyt;f Coi.traceplh"、Pro<111e11ie11f叩 IUJage ;,. fJ,nom Penh .¥ftnisuy lヽfHealth. 1995 National Center for MCH I Birth 
!1-ICH Cer,l.re Spacing 

N9r如11alMo1m1.1{ and Child llealfh Pofic:、·Me1n•wt IW6 Minhuy (I(ikal直 l<J 
MCH Centre 

N:irioml MCH P,vgr.:imme Pia心 1996-1000 " ,., 必

S: ヽ11:ma0・ofM:11ernaf and CがIdHealrh Sra『i5FiCJ/!;~J N:iii<.,o:il MCH Centr<: 1"93 M ioi~try of H..:a.lth, Camh.-,,.Ji:i 

Noliv,1'11 MCH Sloti5fic応仰fJ NJtll-:、r..::tfMCl--l Cer,l!<! 1994 

f."ral.•1a,ion Workihop 011 rhe J°r()inin; of TmJir1011c11 Birth A rre,11:fcinH N;.ition:tl M<:H C'c1氾c 1総
:i.ridWHO 

:—:———.':_-,:-_., .. ·-,-~ .~ ~ ： ,'._,'-・,': : ・・.::'', .・ 
. 

Work.ins.. W(im~·n in Camt,,,; ふ4 Aaりeヽ， A51.riJanJ 19% AA.rU,Cぷnl:x'i<Ju
Bmia, Athreya 

＜ 

Poor Wido1-t・i i11 R1Jra/ Are.:, • a Reportoo 011e Rural V』11as..:. Phn(,m ADHOC 199, 

P,nh 
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---- - ---・--- - ---- ----- -- -- ----一← —• --・ ー --- ---← • - -・-・ ―― 

文献名 着者 発行年 発行者

Ifi-e/、I ---- -ー 、 一・ -,r,---isc叫 .A,;J. . ~、ヽ叫 ioi UNDPnLO. C-i-o;-l吋"-/t1:11l'J:J/c,,1、・or,,1a1i<'.>n<1 W,,, バヽ11'JUrti!、pi. S:iull Eo,~ 1'11.l 
lr,!~>rm,11 se,u ,r rnヽm直jc,nPn¥j<:Cl「nforn1 :i 1 Ctmi r,.・ 呪 r,1

因→”洒了贔；；云函hon\r~ 芯元―悩,~-函TrJtふ:n.:un.hir ill 
----

A, ふl.N:!r1Jini l~}l U~DPi1LO. f'hn,,m P,:r,h 
(';imb,.:-.:l l.l 

Ro-―!e£1/ --W-o-inl'II ~i・ n 一—C―a11:bf.;dian Fi1huiぐS Fi 「~, N:tlkヽn.11
---r--199-1 I -

Worlヽhop

Tm~;i:fonu! U1•ing mul Li/€ S~ills fr一.a洲.11./l -ーl'・-hl)t, r fur !h>1心ftH !('MC,('皿 hi-...J13 ,~,, ICMC', Camh.-..J1:i 
w, 」1r.~11 砂 I ChifJun iii釦 /Un1如ngCi~· 

-- -
れ fa•1.Jl1wrior1 <がJ:ぐ＂加： n1'1CM,・8ぷ .tPr,>}ea ; Cami>心l1a l<cno,:J), A .anJ I匹 IOl~'mぶi,,oll\\'⑲）＜硲 D..: ・ヽet,,ヽmC'fl I 

Chi、o.:un,T. Ag,,,,'f 

戸ぷ砧恥/flfl/bJ 応iv — ;ヽ'c(,110111ic lm n Ii r; un KlぷIS、:n,H.ll'lD(、kc 199~ CRD f>hntヽmPl・nh

R,,ru! W(11~,-11 u叫 ,_l;e.wcio . 1:.Cll! 砂 J!i,fra,ulfio11 i,i 1J:e K111gJc,r11 of 1ヽini屯y(ヽfWtm10:o's 1997 "'ヽ WNUNICEF.(泊ml><,lb
Cam/""1,a Affai「S

C.,se Sr:1Jie.i: c,n rヽ.eRo!t'of "omt'n in Fisherirs l<l.'Oh, So和 3 1釦

W叩心11M'or.liれgi,1 rhe G,2, 如s~か 1npof Pi111¥,m Penh , an lnveslig:ilioo . 1994 
一 ー・一つ

o,oぐぶh Ouuita(h, ('叩殴n
Ref""'hy Ou~eacb 

枷 ruFCredir Rぃiぐ≫・;Cam知 fi.i.Finll R叩叩 Prins. HcnJrik I蟷 ADO,('血＆ふl

.-411 ,-4.Ju rn1,£11I of 1,1e Iぇ・onumicCo11tribilti⑭ s of Wc,M'I i,i P.rce P叫 s.Ttidm:iR, '"'' Fanning fn Ca":!: 心lia, Paix--r rre"-i:nt叫 attlゞ lntcm:.tk'IUいIi'(.rlviop on M.lfld3', Al:,rah皿，

Ge叫~·r C'(lti心rminfti心 Farming,C'tii: ヽng~fai, Th.1ibnJ Chin, Clih,u-001 a叫
Sl.)', Pulh(a 

¥¥'ome11 i11 rhe Vrf1u11 /,ifom1.1J Secいr_. A Ca.ff Sm,/:,・in Phnum Penh 知 u,R.10R. ＇悩 USG. P hn..1m P..:flh 

Forrno anJ FishuicJ, I祝.Stmtcgic Plan J 9'17・100/ Royal Gowmmer.1 of Dt・pt・"rPl.anr.ing, Minhlry of 
Cぶntwo Africultur..: 

llm{I R,pvn t Gtn,/n ;n fn;gぶ;ons,,,ふ SAWAC⑮ K心 l四

FrOJu We!f u~to Err. 炉 .,..-ermem: Policy Aprco.: ヽ.1ch~s tv uiw-lnl"Ome Tan, <'h◊u M~.ig: I炉 UNDP Phn(lm Penh C皿殴n四

¥.¥'0men⑳ ,:IG, 叫aPJ:inning in Pos,.Socia!i~t (油叫い加 SclK叫 ofSc団 .tiSds:lh:.: Curtin 
Ur.in lSity oC Tech ndo gy. P油．

Au,oaha 

C研奴；Jmed Puper on Women in Agriぐii如reinCam如 Ji.:,.Sec1oral Te>ung, N:u-⑲ '"沿 ADB/Agri:、い・N.'lrirへk
Para叩.4 ln1..:rn:,,tiooal, C血 txx.li::t

Vpt, バh,:Sky, a StuJy on Ge叫cヽl,su.:-sin lrrig:;.1i, ヽnin ('am殴 i.1in the Vll.l『,Sooj:i: a叫 ,995 SAW A, C;untx, い
Pnwin1.・c, N Takl'{¥ anJ Prty ¥'eng Ahlers, 細 .'.1111,:

ほ面直面 :~ ・・・.・.. ・ 
＇ 

ぷ こ -.:-.-・. ・一-・-, • '•,,'. ． 
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